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後補足としてシケプリ内で出てくる（p49）とかというのは教科書のページをあらわしています。
第一章：イスラームの一番長い世紀
１　イスラームをめぐる豊臣秀吉とフェリペ二世
　　（ⅰ）　フィリピンとスペイン
１５７１年にスペインのフェリペ２世の命によってレガスピがマニラ占領。しかし、ルソン島ではスペインの統治が成功したものの、ミンダナオ島などの南部地域ではモロ（フィリピンにおけるムスリムのこと）の頑強な抵抗にあい、統治に苦労した。なお、今でもモロ民族解放戦線というものがあり、フィリピンからの独立を目指している。
（ⅱ）イベリア半島におけるレコンキスタ
ウマイヤ朝の侵入以来イベリア半島はムスリムの支配下。
→イスラーム王朝とカトリック諸侯との対決はスペイン文学最古の作品『わがシッドの歌』に詳しい。・・・（＊１）
　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　主人公エル・シッド（ロドリゴ・ディアス・デ・ビバル）がムラービト朝の攻撃を阻むという話
１４９２年スペインがグラナダ(ナスル朝)を征服しレコンキスタを達成。→大航海時代
（ⅲ）フィリピンのイスラーム化
７世紀にイスラーム教ができて以来、ムスリムは軍事的制服によって布教を進めてきた。→気候（寒いの苦手）、衛生、人口（アラブ人はもともと少ない）の厳しさによって断念。
→これ以後の布教は主にムスリム商人、ウラマー（学者）、スーフィー（神秘主義教団に属し神との一体化を目指す人）によってなされる。
フィリピンも例外ではなく１０世紀にムスリム商人によってイスラーム教が伝えられ、ウラマーやスーフィーによって広まった。
（ⅳ）その頃の日本
１５９０年に豊臣秀吉は北条氏を破り日本を統一。兵農分離を進め国内における憂いをなくそうとするとともに、海外進出の野望を持って呂宋などに臣従を求める。しかしその２０年前にフィリピンはスペインが征服。→フィリピン進出をあきらめ朝鮮半島、そして明制服へ野心を燃やす秀吉。→文禄・慶長の役
とにかくこの機を逃したことは日本とイスラームの関係を疎遠にし、日本人のイスラーム認識や歴史知識を乏しくした。わずかに高台寺の陣羽織に秀吉とイスラーム世界との接触の痕跡が見られる。(P15)　　
＊１　　１７世紀にフランスの代表的悲劇作家コルネイユが書いた『ル・シッド』は『わがシッドの歌』に基づいて書かれている。

　　

２　イスラーム世界凋落の始まり
（ⅰ）風呂から見るイスラーム

イスラームは元来清潔好きな人々で、清潔な浴場や水洗便所が至る所にあった。高い衛生水準を保つには当然多くの水や高い技術が必要であり、このように浴場や便所からイスラーム文明の豊かさ、繁栄が見て取れる。

ちなみに日本も清潔好きな民族であり、銭湯は日本でも作られたが、水洗便所は日本にはなかった。さらにいえば、イスラーム、日本は欧米より遥かに清潔好き。
→式亭三馬(化政期に活躍した滑稽本作者)の『浮世風呂』から銭湯が江戸の社交場であったことが推測できる。

しかし１９世紀になると風呂が逆に文明の退潮の象徴となる。西欧の資本主義が台頭しイスラーム文明に余裕がなくなってきた。→教科書１８ページのエブラーヒムの見聞

補足：・ハンマーム（p１８）　トルコ語、あるいはペルシャ語で風呂の意味

　　　・三助（p１７上部の絵）　風呂で垢すりやマッサージをする人。すると客は三助にバクシーシー（チップのようなもの。）を払う。

　　　・イスラーム世界でいう風呂は一般的に蒸気風呂（発汗させるタイプ）で、日本のものと趣が異なる。

(ⅱ)イスラームの発展とヨーロッパへの脅威
文明的に発展したイスラームはヨーロッパに脅威を与える。具体的な例としては
1 ロジャー・ベーコン(13世紀に活躍したイギリスのスコラ哲学者)の言

→「私たちの哲学はイスラームからの借用」
　　

つまり、古代ギリシャの学問(とくにアリストテレス)がイスラームに流入

→知恵の館(バイト・アルヒクマ)でアラビア語に翻訳。

→その後、トレドやシチリア島でラテン語に翻訳されてヨーロッパに流入。

2 ウィクリフ(14世紀に活躍したオックスフォード大学神学教授)

→聖書を英語訳してキリストの教えを正しく広めようとした。

→そうしなければキリスト教世界がイスラームに征服されてしまう、という危機感。

ちなみに、彼の生きた時代はオスマン帝国の初期の拡大期にあたり、1389年にスルタンのムラト1世はコソヴォの戦いに勝利してドナウ川以南のバルカン半島を獲得。

3 マルティン・ルター(宗教改革の火付け役)

ローマ教会の腐敗・世俗化を批判して95カ条の論題を発表(1517年)

→イスラームの脅威が迫っている今、腐敗した今のままでは負けて、征服されてしまうという危機感。

ちなみに、当時はオスマン帝国の最盛期にあたり、スレイマン1世がモハーチの戦いで勝利したり、第一次ウィーン包囲を行った。

4 ギボン(19世紀に活躍した歴史家。主著は『ローマ帝国衰亡史』)の言

→「スペイン・フランスでイスラームを食い止めていなければ、オックスフォードはモスクとなっていただろう」

ロジャー・ベーコン、ウィクリフ、ルターは全員イスラーム問題を解決する方策として戦争を否定。

また、セゴビアのヨハン(セゴビアのジョン　John  of  Segovia)はイスラーム教徒のキリスト教への改宗をあきらめ現実的な政策をすべきと主張し、また布教は彼らがいない世界で行うべきだと説いた。

　　　　　　ヨーロッパ人はイスラーム世界を避けて、ムスリムのいないアフリカや東アジアなどの新世界へと拡大していった。
経済的な視点から見てみると、

16世紀～18世紀：重商主義の時代。資本の蓄積が進む。

→この時期の植民地は「点と線」

→つまり都市とそれを結ぶ航路。この点と線はイスラームを避けて通っている。

18世紀～19世紀：産業資本主義の時代。

→世界市場が生まれ、「面の支配」に変わった。

19世紀～20世紀：金融資本主義(独占資本主義)の時代。

→「面」がやがて「層」となる。

→産業資本主義の時代まではヨーロッパはイスラームを避けていた。

ちなみにフランスが対岸のアルジェリアに進出したのは1830年で極端に遅い。

→ザビエルの日本布教（1549年）から3世紀経過

→ピルグリム＝ファーザーズによるアメリカ植民（1620年）から2世紀経過

→ロシアのシベリア踏査（1728年ベーリング海峡確認）から1世紀経過

（ⅲ）モンゴルの侵入とヨーロッパの脅威

イスラームにも挫折はあった。

→・モンゴルの侵入

・十字軍戦争

・シチリア陥落

・レコンキスタ

・イワン4世のカザン征服、

・イワン4世によるアストラハン＝ハーン国の滅亡

ただし、発展途上にあったイスラーム世界全体から見ると、これらは一時的な屈辱でしかなく、モンゴルの征服のときも、逆に彼らをイスラーム化させることに成功した。

しかし19世紀以降のヨーロッパの脅威とモンゴルの侵入は衝撃の意味合いが違う。

→ヨーロッパ人はイスラームに同化することはなく、逆にヨーロッパの文化、習慣がイスラームに流入することによってイスラームの文化が破壊された。
３　江戸時代のイスラーム情報

（ⅰ）オスマン帝国の転機

オスマン帝国は三大陸にまたがる世界帝国であり、首都のイスタンブールを中心に、スルタンがカリフ（神の予言者の代理人：ハリーファ・ラスール・アッラー）をかねて統治した。

→しかし1683年、大宰相（サドラーザム）のカラ＝ムスタファ＝パシャが第二次ウィーン包囲を仕掛け、敗北を喫する。

→このことによってハプスブルク朝とオスマン帝国の力関係が逆転。以後オスマン帝国の拡大は止まり、ヨーロッパに対して守勢に回らざるを得なくなった。

→1699年のカルロヴィッツ条約（オスマン帝国が敗戦国として結ぶ初めての条約）でハンガリーの大部分などバルカン半島の広大な領土を失った。

→1718年のパッサロヴィッツ条約でもハンガリーの残部などの領土を割譲した。

（ⅱ）和蘭風説書に見るイスラームの情報

鎖国体制下にある徳川幕府は長崎の甲比丹ことオランダ商館長に和蘭風説書を提出させて海外情報を得ていた。

→第二次ウィーン包囲やパッサロヴィッツ条約の情報も和蘭風説書を通して日本に入ってきた。（p２５〜p３１）

· 貞享二年（1685年）の風説書→昨年よりトルコ国とドイツ国は戦争をしています。トルコ領内の各地でドイツ方へ攻撃が仕掛けられていますが、現在に至るまで戦闘が続いているとのことです。

（注）ドイツ国＝神聖ローマ帝国＝ハプスブルク朝オーストリア

· 元禄二年（1689年）の風説書→ドイツとトルコが戦争して、ドイツの将軍たちが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
トルコの領地数カ所を奪い取ったので、トルコから降参して、現在は休戦しています。しかしながら、ドイツの軍勢は今フランスと戦争をしていると伝えてきました。勝敗の決着は、未だにつまびらかではありません。

（注）ドイツとフランスの戦争・・・おそらくはファルツ継承戦争（1688〜1697）

・元禄五年（1692年）の風説書→オーストリアのうちハンガリーという国は、トル　　　　　　　　　コという北韃に奪われていましたが、このたびはオーストリア側が以前のように奪回して、北韃数万の兵力を撃退して、今ではハンガリーという国も平穏無事になったそうです。

・元禄十一年（1698年）の風説書→オーストリアという領邦の国王とトルコという領邦の国王が数十年間たがいに戦いましたが、勝敗が決しませんでした。そうこうするうち、昨年の三月頃、両国が数十万の兵力を国境に繰り出して戦ったところ、オーストリアの国王が謀略を巡らしてトルコの国王はじめ武将など数万人を討ち取りました。死を免れた者も戦場から各地に落ち延びたために、オーストリア側が勝利を収めて、トルコの首都コンスタンティノープルなる場所まで攻め入ったと言います。

（注）この記述はゼンダの戦いをさすが、オーストリアがコンスタンティノープル（イスタンブール）まで攻め入った事実はなく、誇張である。

・享保二年（1717年）の風説書→オランダの近国ドイツとトルコの二国は、隣り合った国ですが、数年来敵対して戦に及んでいます。そうこうするうち、昨年もまた争いになり、ドイツ側が大方優勢となりました。

・享保三年（1718年）の風説書→昨年申し上げた通り、オランダの近国ドイツとトルコは数年来の敵国であり戦乱に及んでいます。ドイツに五万人ほどが討ち入り、各地を占領してはみましたが、勝敗の決着は未だ知られていません。

・享保五年（1720年）の風説書→休戦協定が結ばれた

（注）この休戦協定とはパッサロヴィッツ条約を表す

→ちなみに貞享・元禄年間は徳川綱吉の治世で、上方では元禄文化が栄えた。また綱吉は文治政治に完全に転換し、武家諸法度の改訂、服忌令、生類憐れみの令を出し、また朱子学を奨励して湯島聖堂をたてた。

→ちなみに享保年間は徳川吉宗の治世で、享保の改革と呼ばれる一連の政治改革を行った。

４　イスラームの構造的危機

（ⅰ）イスラーム・ネットワーク

歴史家フェルナン・ブローデル（主著『地中海』）はイスラームを運動の文明、中継の文明と表現。

→中国などの東アジアとヨーロッパ、さらにはアフリカを結びつけた。

→イスラームは陸路だけでなく、インド洋や地中海を股にかけて他の文明圏を結びつける。

具体的な例としてはイブン・バットゥータ（主著『大旅行記』もしくは『三大陸周遊記』）があげられる。

→1304年にモロッコのタンジールに生まれ、21歳から45歳まで世界を周遊。

· このような旅行を可能にするには何が必要か

→パックス＝イスラミカ（Pax=Islamica）の下での平和の確立。これによって旅行の道中の安全保障が確保される。

（ⅱ）イスラーム世界の四大地域

· オスマン帝国　スンナ派であるスルタンが統治した、イスラーム世界の中核地域

· イラン　シーア派の勢力が大きい。サファヴィー朝、カージャール朝、パフレヴィ

—朝、イラン＝イスラーム共和国が統治

　　

· ロシア帝国の支配と影響を受けた地域　具体的には、ヴォルガ中流域からカフカース、中央アジアに至る地域。今日の新疆ウイグル自治区も含まれる。

　

· イスラームの境域　具体的にはアフリカからインド洋を経て東南アジアに至る地域。

· インドのムスリム・・・回印分離（イスラーム国家であるパキスタンやバングラデシュとインドの分離）の後もインドは世界で有数のムスリムを抱える国（およそ1．5億くらい）

→ちなみにインドはパキスタンとは違って世俗主義、政教分離の立場を取っている。

（ⅲ）イスラームの衰退と西欧文明からの挑戦

１９世紀になると構造的な性格を帯びたイスラームの危機が露見←詩人ポール＝ヴァレリーの警句

・遠隔地貿易の支配権がヨーロッパに奪われる。→経済の衰退

・ヨーロッパの近代化、特に軍事技術の革新→相対的に軍事力が衰退

また、フランク人（イスラームがヨーロッパ人を侮蔑的にいった言葉）は、高い文明を持ち、それを誇りに思っていたため（ex.ピウス二世の書簡　p37）、イスラーム文明には同化しなかった。これは同化したモンゴル人やトルコ人との大きな違いである。

西欧の資本主義は、生産力の高さや商品の近代性だけでなく、商取引や物品輸送などの革新においてもイスラーム世界に挫折感を与えた。

→具体的な例として『アフタル』への一投書より（p38－39）

・イギリス人の扱うタバコ商品は頑丈な梱包ゆえ途中で破損しない。

・イラン人のタバコ商品は「見るも無残なやり方」で梱包され、途中でこぼれたり、袋が破れても補修はしない。結局イギリス人の商品よりも安く買いたたかれてしまう。

＊なぜ頑丈に梱包したり、補修をしないのだろうか？

→支出の幾倍も商品販売が増える工夫を決してしないのが普通であり、そういう細工を思いつかなかった。

５　スンナ派とシーア派の歴史（教科書のってません！！！！）
（ⅰ）イスラーム教の創始〜正統カリフ時代

610年　ムハンマドはメッカ郊外のヒラー山中で啓示を受ける。しかしメッカではムハンマドの教団は迫害を受ける。

　 622年　ムハンマドはメディナに逃れる。（聖遷）

→メディナにウンマ（イスラーム共同体）を作り政教一致の政策で人々を統治。

630年　メッカ征服

632年　ムハンマド死去。以後イスラーム共同体はカリフ（神の使徒の代理人：ハリーファ・ラスール・アッラーフ）が統治を行った。→正統カリフ時代（632年〜661年）

＊歴代正統カリフ

初代　アブー＝バクル

二代　ウマル

三代　ウスマーン

四代　アリー（妻はムハンマドの娘ファーティマ）

（ⅱ）分派の発生

アリーが第四代カリフに就任したものの、ウマイヤ家のムアーウィヤなどはそれに反発。

→ムアーウィヤとアリーは武力衝突を起こすものの、決着はつかず、両者は和議を結ぶ。

→両者の和議に反発したアリー支持者の一部はイスラーム初の分派であるハワーリジュ派を形成。

· ハワーリジュ派・・・ハワーリジュは「（ウンマから）退去した者」という意味。具体的な教義は、

・カリフは所詮ムハンマドの代理人であり、万能な存在ではなく間違いも犯す。

· ハワーリジュ派は間違いを起こさない（無謬）存在であり、教義問答（カテキズモ）の結果カリフが誤りを正さなければ、それはカリフとして不適当である。
ここでのアリーの犯した間違いは、ムアーウィヤと妥協したことである。

→ハワーリジュ派はアリーを暗殺。

→アリーの支持者はシーア＝アリー（アリーの党派）を結成。後にアリーが抜けてシーア派と呼ばれる。

＊シーア派・・・シーアはもともと「党派」の意味。またシーア派の特徴としては、第四代カリフアリーとその子孫のみを後継者として認め、それ以降の歴代カリフの正当性を否認するという立場を取っている。→血統重視

＊スンナ派・・・ムハンマドの言行「スンナ」を忠実に継承、実行することを重視。アリーの前の三人のカリフも正統カリフと認めている。

結局アリーの暗殺の後ムアーウィヤがカリフとなってウマイヤ朝を創始。

→しかしアリーの子（つまりはムハンマドの孫）フサインとシーア派の人々はムアーウィヤの死後、カリフ権が再びアリー家に戻るものと思っていた。

→しかしムアーウィヤはフサインを無視し、子供のヤズィードにカリフを譲る（カリフの世襲）。

（余談だけど日本史でいえば豊臣秀吉→徳川家康→秀頼ではなく秀忠という流れにそっくり。）

→フサインはウマイヤ朝軍から逃れるため、アラビア半島を脱出しイラク、イラン方面へと逃げる。（シーア派の聖地がイランやイラクに多いのはこのため）

→しかし、カルバラーの戦い（現在のイラク）でウマイヤ朝の軍隊に虐殺される。

→これはシーア派の凄まじい憎しみを買い、シーア派とスンナ派の感情的しこりとなる。

６　生きた人間たちの煉獄

（ⅰ）イスラームの禁忌と異文化

ヨーロッパのイスラーム世界圧迫は、伝統的なネットワークを変容させ、破壊した。

具体的な例

①聖地巡礼・・・鉄道や汽船の発達に伴い、聖地巡礼がムスリムだけのものではなくなり、異文化間の摩擦が起こった。→女性の姿、豚肉入りかもしれない食事、飲酒。

②アゼルバイジャンのバクー・・・資本主義と商品輸出による贅沢な消費の誘惑。→コーヒーハウスや遊郭に入り浸る男、春をひさぐ女性。

③ウィルフリッド・ブラントの見聞・・・イギリスによるエジプト支配→酒場や居酒屋の林立、アルコール飲料や酒の販売。

＊ハラームとハラール・・・ハラームは絶対にやってはいけないこと。（ex　豚肉を食べる、飲酒、女性が肌を見せる）一方でハラールはやってもいいこと。（ex　ハラールミート；特別な祈りを捧げて、そのあと血を抜いた肉。これなら食べられる。）

（ⅱ）イスラーム世界の危機と挑戦

ヨーロッパの文化、習慣、法体系が流入したことによって、それまでイスラームにおいて政治や文化の核だったシャリーア（イスラーム法）の再検討と改革を迫られた。

→しかしムスリムの対応は一様ではない。

①これまで以上にシャリーアに依拠してイスラームの純化を図り、ヨーロッパの影響を排除しようとする方法。

②ヨーロッパをモデルとしてイスラーム社会を改革しようとする方法。

③イスラームとヨーロッパ文明の妥協を目指す方法。

→現代まで続くイスラームの危機はムスリムの分裂に端を発する。

第二章：ナポレオンとムハンマド＝アリー

１　1789年生まれの男たち
（ⅰ）石原莞爾とエジプト

石原莞爾（1889〜1949）・・・山形県出身の軍人。1931年、関東軍の参謀として柳条湖事件を画策。

その石原莞爾は若い頃エジプトのカイロを訪れる。

カイロ・・・元々は正統カリフ時代につくられたフスタートというミスル（軍営都市）に起源を持つ町。今のカイロ市街地はファーティマ朝が10世紀に、フスタートの周りに新たに築いた比較的新しい都市。

→アラビア語で「ミスル」とは軍営都市を表す一般名詞であったが、今では｢ミスル｣といえば｢カイロ｣の意味を表すようになった。

＊回教の寺（p47）・・・モスクのこと。アラビア語では｢マスジット｣または｢ジャーミー｣

＊市の南小山（p47）・・・ムカッタムの山、あるいはムカッタムの丘。カイロ市内を一望できるらしい。この丘の近くに城砦（シタデルまたはカルア）があった。

→そんな石原莞爾が尊敬していたのがフランスの軍人ナポレオン。

（ⅱ）マケドニア人とコルシカ人と

1769年、地中海の東西で生まれた二人

・ムハンマド＝アリー（1769〜1849）・・・マケドニアの下級軍人の家の生まれ。｢近代のファラオ｣と呼ばれた。ムハンマド＝アリー朝を創始。

· ナポレオン＝ボナパルト（1769〜1821）・・・コルシカ島の下級貴族の生まれ。フランス帝国の皇帝としてヨーロッパの大部分を支配。晩年はエルバ島、さらにはセントヘレナ島に流される。
→イスタンブールやパリのような大都市で生まれた訳でもなく、名門の家庭に生まれた訳でもない。両者に共通する部分としてMarginal＝辺境的な雰囲気。

＊さらにウェリントンも1769年生まれ。

ウェリントン（1769〜1852）・・・イギリスの軍人、政治家。ワーテルローの戦いでナポレオンを打ち破り、後に首相に就任した。

２　ナポレオンのエジプト遠征

（ⅰ）フランス人はイスラームの友

1798年、ナポレオンはトゥーロン軍港からエジプトへ出発。時のフランス政府は総裁政府。このナポレオンのエジプト遠征によって第二回対仏大同盟が結成される。

＊エジプト遠征の目的

①インドとイギリスの連絡の遮断。

②地中海におけるイギリスの拠点を奪取→地中海制覇へ

③あわよくばインド奪取

　　　　　↓

　　　　　↓

フランス陸軍と呼応して黒海→カスピ海→イラン→インドのルートでの進軍を計画。実際には行動に移されなかった。

また、戦争には大義名分、開戦事由が必要。

→フランス人にとってローマ教皇は敵である。また、イスラーム教徒にとってもローマ教皇は敵である。つまりフランス人にとってイスラーム教徒は敵の敵、すなわち味方である。

エジプトではスルタンの命令に従わないマムルークが悪行を働いている。イスラームの友であるフランスはその制裁を科すためにエジプトに遠征するのである。

＊歴史的に見てオスマン帝国とフランスの仲は緊密。16世紀にはともに神聖ローマ帝国と敵対していたため、スレイマン１世はフランスにカピチュレーションを与える。

ナポレオンのエジプト遠征時もフランス総裁政府はローマ教皇と対立していた（フランスとローマ教皇との和解は1801年のコンコルダートを待たないといけない）。

＊マムルーク・・・軍人奴隷。白人。元々はカフカースや黒海沿岸にすんでいたグルジア人、チェルケス人などの子弟が改宗して奴隷となった。18世紀エジプトの支配階層はマムルークであったが、エジプトに対する愛着もなく、地元の人とは習慣や風俗が違うため忌み嫌われた。

＊国家はどのようにして人材（官僚、支配者層的意味で）を取り入れるのか？

日本・・・貴族や武士、あるいは優れた門地の子弟が供給源

中国・・・科挙による選抜

イスラーム・・・見込みがある人材を見つけると、金で買って育てる。

（ⅱ）イスラームの友への反抗

イスラームの友としてエジプトに侵入したフランス人は、その悪行からカーフィル（不信者）としてムスリムから嫌われた。→歴史家ジャバルティーの見聞（p58）

（ⅲ）ジャバルティーとトインビー

ジャバルティー（主著『伝記と歴史における事績の驚くべきこと』）はヒジュラ歴1213年（西暦に直すと1798年〜1799年）の最大の事件としてナポレオンのエジプト占領ではなく、カーバ神殿にかける幕であるキスワと巡礼義捐金であるスッラがメッカに送られず、巡礼が途絶えたことをあげた。

トインビー（主著『歴史の研究』）と、その教え子ゴルバールはジャバルティーを指導的歴史家の一人と高評価。

→ジャバルティーはエジプトを襲った危機、近代の開幕をイスラームの危機として理解していた。

３　イスラーム国際システムとフランス革命

（ⅰ）２つの国際システム

　　ナポレオンの遠征したエジプトはまさにイスラーム世界の心臓。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・交通の要衝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・デルタ農業の豊かさ　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・文明の伝統

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・人口の稠密さ

→渋沢栄一らのエジプト観察（p152）
1 渋沢栄一の観察

渋沢栄一（1840～1931）・・・一橋家や幕府につかえ、明治政府のときには大蔵省に出仕し税制、幣制改革に当たる。退官後第一国立銀行や大阪紡績会社などを創立し、日本の資本主義の基礎を築いた。
その渋沢栄一は徳川昭武の随員として欧州を視察し、その途中でエジプトに立ち寄る。

→当時エジプトの統治者はムハンマド＝アリー朝の五代目イスマーイールであった。ちなみに彼はイギリスにスエズ運河の株を売却した人。
渋沢の『航西日記』より一部要約
尼児河（ナイル川）流域は塗泥の良田（水が満々とした良質の水田）である。また毎年氾濫するナイル川の水がいきわたらないところは肥料がいきわたらないため土地が荒れてしまう。そのため氾濫した水の多寡がその年の豊作凶作を占うしるしになる。

　　　　　　　　　　↓

　　　＊ではどのようにして水の多寡を測るのか？

→カイロにあるローダ島などに取り付けられたナイルメーターをつかって水の量を計測していた。

2 益頭駿次郎の観察

彼は四港開港の延期を求める使節団の一員として渡欧。公式には支倉常長の慶長遣欧使節（1613年）以来約250年ぶりにヨーロッパに渡った日本人である。
→要するに日本の農業とカイロ（ナイル・デルタ）の農業は共通点が多い。
ただカイロは自然に肥えた土が上流から運ばれてくるので様々な農産物がとれた。

話を戻すとエジプトを支配したオスマン帝国はイスラーム国際システムを営み、18世紀までそれとヨーロッパのキリスト教国際システムの両方が並立する状態であった。つまりオスマン帝国はヨーロッパを席巻できなかったが自分のルールの尊重を相手に求めることができ、ヨーロッパもイスラーム国際システムの自律性を尊重した。→その具体例として1665年のオスマン帝国使節のウィーン派遣
オスマン帝国の軍人で外交官であったカラ＝メフメト＝パシャは1663年のオーストリアとの戦争での勝利を受けてウィーンにおいて和睦の交渉をした。しかし彼はオーストリアの外交慣例を不信者（カーフィル）の習慣として拒み、高飛車な態度で自らのルールを押し付けた。
＊なぜそんなことができたか？
・オスマン帝国の国威がまだ衰えていない。
・イスラーム世界とヨーロッパが別の国際システムに従って動いていた。→強大なイスラーム国際システムの外交慣例を一方的に無視できない。
ちなみに、トルコの軍楽隊・・・行進、示威行為、戦闘心鼓舞のため。　

（ⅱ）イスラームに対するヨーロッパの偏見

ヨーロッパ人がもっていたイスラームのイメージ→「ハーレム」・・・男性が女性に囲まれて幸せな毎日を過ごす場所というイメージ

　　

実際のところ→「ハーレム」とは禁じられた空間のこと。語源は「ハラーム」で禁じられたこと。当主以外の男が入ることを禁じられていたのがハーレムで日本でいえば江戸時代の大奥がそれに当たる。さらに女性はハーレムに隔離されており、部屋の外に出ることもままならない。ヨーロッパ人の持っていたイメージとはかけ離れている。

ヨーロッパ人の持つ偏見は江戸時代の日本にも入ってきている

→新井白石のシッドチに対する尋問　　『西洋紀聞』より
トルコは領土こそ世界で一番大きいが、その人格は禽獣にさえ及ばない。ヨーロッパの人々も、カトリックによる教化を受けなければ、タタ－ルやトルコと変わるところがない。
新井白石（1657～1725）・・・6代将軍家宣、7代将軍家継に仕えた学者、政治家。彼の行った政治は正徳の治と呼ばれる。また彼は多くの著書を残しており、徳川政権の正当性を述べた史論書である『読史余論』、イエズス会宣教師シドッチの尋問をまとめた『西洋紀聞』などが有名。

４　二つの＜西洋の衝撃＞

（ⅰ）イスラーム国際システムの従属

西洋の衝撃（軍事面ばかりでなく文化や経済の面からも受けた西欧キリスト教世界の挑戦）によって、ヨーロッパとイスラームの力関係が逆転。

ナポレオンのエジプト遠征の意義

1 イスラーム世界をヨーロッパの国際関係に深く結びつけた。

→イスラーム国際システムがキリスト教国際システムに従属し始めた。

2 オスマン帝国とイスラーム世界の独特な多元的構造にひびを入れた。

→フランス人はエジプトの統治をするにあたり、エジプトにいたキリスト教コプト派の人々を使った。このコプト派の支配がムスリムの反感を買い、現在でもコプト派を攻撃する原理主義者もいる。

3 ムスリムに対して屈辱感を与える。

→十字軍のときはイスラームが優勢だったのに、逆転されてしまった。

＊啓典の民・・・聖書などの啓典を持つユダヤ教徒、キリスト教徒に対する呼称。ムハンマドが両教の預言者（モーセとキリスト）を自分に先立つ預言者と認めた（ただし、神の啓示を誤って理解したとされる）ことから、他の異教徒よりは優遇され、ジズヤの支払いを条件に信仰の維持が認められた。
とりあえず過去問載せておきます。ただ範囲があまりかぶっていないので参考程度にしておいてください。
歴史１　２００６年度夏学期試験　　担当　山内昌之
２００６年７月２５日（火）

注意 (1)もちこみはすべて不可。 (2)時間は９０分。解答用紙は両面可。

Ｉ　次の３問のうち１問だけを選んで自由に答えよ。

(1)歴史学はその内容を豊かにするためにしばしば隣接する学問（たとえば政治学や社会学や国際関係論）などの成果や方法を吸収する。この点を念頭におきながら、授業でとりあげた以下の人物とその作品に触れながら、かれらが世界史の理解や叙述を意識した際の問題意識と特徴を自由に記述せよ。とりあげる人物は一人でもよく、一人以上全員であってもよい。 トゥキジデース、「アラビアのロレンス」（Ｔ・Ｅ・ロレンス）、北畠親房、イブン・ハルドゥーン、トゥルゲーネフ

(2)歴史の叙述を志す場合に、どのような執筆態度を心がければよいと思うか。劉知幾の『史通』とイブン・ハルドゥーンの『歴史序説』を素材にしながら自由に記述せよ。この二点のうち一つでもよく、両方をとりあげてもよい。

(3)中国史における史学と経学との関係を論じながら、歴史学と哲学との関係、ひいては歴史哲学について自由に論ぜよ。吉田松陰や劉知幾の言説を参照にしてもよい。

ＩＩ　次の１０問から５問を自由に選んでその意味あるいは内容を説明せよ。

(1)ニヒリズム
(2)後ウマイヤ朝

(3)エル・シッド

(4)福澤諭吉

(5)アサビーヤ

(6)『漢書』

(7)『神皇正統記』

(8)『知恵の七柱』

(9)新井白石

(10)トクヴィル

ＩＩＩ　本問題ＩとＩＩを解いて余裕のある者は、６月２３日（火）におこなわれた記念講演「中東国際関係史の構図」を聞いた者に限って、歴史１の内容との関連で感想と意見を自由に述べよ。ただし、これは採点対象外であるので回答しなくともよい。


















